
MUSICAL 『こうもり』 …こうもり博士の愉快な復讐劇… 

－ヨハン・シュトラウス二世 オペレッタ「こうもり」より－ 

 脚本・演出／谷 正純 

“ワルツ王”と呼ばれる、ヨハン・シュトラウス二世の傑作オペレッタ「こうもり」。名曲の数々で彩られ、今なお世界

中の人々に愛される作品が、北翔海莉を中心とした星組メンバーにより新たに飛びっ切り愉快なミュージカルとし

て甦ります。 

19世紀後半のウィーン。ファルケ博士は、親友のアイゼンシュタイン侯爵と共にエリザベート皇后主催の仮装舞踏

会に出席。その帰り道、調子に乗って泥酔したファルケは、彼を持て余したアイゼンシュタインによって大通りに縛

り付けられ、そのまま一夜を過ごすこととなる。“こうもり”の扮装のまま朝を迎えたファルケは、街中の笑いものとな

り、“こうもり博士”の渾名を頂戴する羽目に。自業自得とは云え怒りが収まらないファルケは、アイゼンシュタイン

に対する愉快な仕返しを考えた。個性的な登場人物が織りなす、虚々実々の駆け引きをお楽しみ下さい。  

 

 

ショー・スペクタキュラー 『THE ENTERTAINER！』 

 作・演出／野口 幸作 

「究極のエンターテイナー」北翔海莉率いる星組の魅力を余すところなく見せる、華麗多彩なショー作品。 

日常を忘れさせ、観客に最高の感動を与える者「ENTERTAINER」をテーマに、ジャズ・クラシック・ポップスなど

様々な名曲を現代的にアレンジし、心躍る場面の数々で構成した新時代のエンターテインメント・ショーをお届け

致します。 

なお、この作品は野口幸作の宝塚大劇場デビュー作であり、宝塚大劇場公演では第102期生が初舞台を踏み

ます。    

※上演時間は、幕間休憩（30分）を含めて約3時間です。 

    行程表           

☆１１：００ 樟葉駅前出発 

   ↓   バス移動 

☆１２：４５ 宝塚ホテル到着 

      ～１４：００ 昼食 

☆１４：１０～１４：４０  

       宝塚歌劇の殿堂見学 

☆１５：００ 観劇 

       「星組公演 こうもり」 

☆１８：００ 宝塚出発 

   ↓   バス移動 

☆１９：３０ 樟葉駅前到着 

       解散  

<例 会> 

・開会         

・友情と親睦の握手 

・会長の時間 

・幹事報告 

・委員会報告 

 出席状況報告ほか 

・閉会  
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第１９９４回 春季家族例会 

春爛漫100周年を迎えた宝塚観劇 

 

4月5日(火) 

春の交通安全啓発活動 

(パレード) 

 ■集合時間 15：45 

 ■集合場所 枚方駅前ｲｵﾝ近く 

      （旧ビオルネ） 

 ※スタッフジャンパー着用 

 

 

次回の例会は 

4月6日（水）  

早朝例会 

春の交通安全啓発活動 

（啓発グッズ配布） 
 ■集合時間 ７：２０ 

 ■集合場所 例会場 

  ※スタッフジャンパー着用 

＜参加会員（敬称略）＞ 2３名 

藤原和彦 原田武夫 畠仲  聡 初木賢司 日野守之  

今中七郎 岩本昌治 駕田  毅 柿丸 裕 川島吉博  

北川順清 北村 隆 小北英夫 久保  勉 長友克由  

中野保博 瀬川裕一 多田利生 橘 喜久夫 高島叔孝  

田中商人 山中 卓 米田 勉  

 

＜参加ご家族（敬称略）＞ 9名 

藤原美保子 様 畠仲多佳子 様  岩本文恵 様 北川一美 様 

小北比呂美 様 久保絹代 様 森本雅子 様  高島とよ枝 様 

山中勝子 様  

宝塚の舞台に通じる 

花道のような桜並木 

 

 

 

 

 

 
 

  宝塚歌劇生が宝塚駅から宝塚大劇

場に行き交う美しい散策道。車道

に挟まれ一段高くなった中央部の

歩道は、まさに宝塚の舞台に通じ

る花道のようで、4月には満開の

桜の下、多くの人たちで賑わう。

道沿いには歌劇ファンが楽しめる

レストランやグッズショップが並

んでいます。 


